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フィラメントワインディング技術、ブレーディング技術、CVI / CVD 技術を融合することにより試作し

た SiC/SiC被覆管の強度測定試験結果について報告する。 
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1. 緒言 

SiCを炉心材料へ適用するには、機械的強度、気密性、耐食性等の要求機能を満足する必要がある。前報

告[1]において、耐食性に関する報告を行い、加圧水型軽水炉(PWR)水質環境および沸騰水型軽水炉(BWR)

の水質環境において、実用上の耐食性能を満足する製造プロセスの構築を行った。本研究では、CVI 法を

用いて試作した SiC/SiC被覆管の強度評価を実施した。 

 

2. 実験方法 

ブレーディング装置を用いて積層した SiC 繊維(NGS アドバンストファイバー製 Hi-Nicalon TypeS)被覆

管形状成形体に対し、CVI/CVD 法を用いて熱分解炭素界面、SiC マトリックスおよび耐食性 SiC 膜を形成

することにより SiC/SiC被覆管を試作した。次に試験片を加工し、1250℃⇒20℃および 1250℃⇒100℃の水

中投下試験を実施した。試験片に対して軸方向引張試験(ASTM C1773 準拠)を実施した。 

 

3. 結果 

図 1 に軸方向引張試験の応力-ひ

ずみ曲線を示す。弾性領域を詳細に

観察すると、1250℃⇒100℃の試験

片では、弾性挙動を示すのに対し、

1250℃⇒20℃の試験片では、弾性を

失っており、急冷条件によるマトリ

ックス層への影響が異なることが

認められた。但し、いずれの条件に

おいても最終破断強度を保つ結果

を得た。今後、気密性および熱的特

性の評価を計画している。 
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